
⑴  目的別歳出 

   目的別経費の構成割合をみると、総務費62億7,698万6千円（構成比29.1％）が最も大 

きく、次いで民生費57億6,058万3千円（同26.7％）、衛生費28億1,083万4千円（同13.1 

％）の順となった。 

   また、諸支出金、消防費、公債費、農林水産業費が前年度に比べて減となった一方、 

総務費、衛生費、土木費、民生費などが増となった。 

   総務費は、47億7,422万9千円（ 317.7％）の増で、新型コロナウイルス感染症に係る 

る特別定額給付金事業費の増などが要因となった。 

   衛生費は、 5億3,924万8千円（23.7％）の増で、裾野市長泉町衛生施設組合分担金の 

増や新型コロナウイルス感染症対策として実施した水道基本料金減免事業への出資など 

が要因となった。 

諸支出金は、 1億2,966万2千円（70.4％）の減で、公共施設長寿命化基金への積立額 

の減などが要因となった。 

 

              一般会計歳出決算状況（目的別） 

       （単位：千円・％） 

款 別 
予算現額 

(A) 

決算額 
(B) 

(A)－(B)の内訳 令和元年度 

決算額(C) 

増減額 
(B)－(C) 

(B)の 
構成比 翌年度繰越額 不用額 

1 議会費 175,443 172,192  3,251 127,372 44,820 0.8 

2 総務費 6,355,672 6,276,986 2,550 76,136 1,502,757 4,774,229 29.1 

3 民生費 5,880,545 5,760,583  119,962 5,339,592 420,991 26.7 

4 衛生費 2,968,256 2,810,834 93,109 64,313 2,271,586 539,248 13.1 

5 労働費 40,166 37,275  2,891 35,914 1,361 0.2 

6 農林水産業費 115,835 110,698  5,137 126,704 △16,006 0.5 

7 商工費 548,280 528,981  19,299 138,019 390,962 2.5 

8 土木費 2,795,261 2,735,638 16,170 43,453 2,210,591 525,047 12.7 

9 消防費 633,002 629,992  3,010 664,294 △34,302 2.9 

10 教育費 2,212,415 2,076,770 63,380 72,265 1,996,283 80,487 9.6 

11 災害復旧費 40 0  40 0 0 - 

12 公債費 345,000 343,267  1,733 361,539 △18,272 1.6 

13 諸支出金 54,514 54,513  1 184,175 △129,662 0.3 

14 予備費 9,537 0  9,537 0 0 - 

計 22,133,966 21,537,729 175,209 421,028 14,958,826 6,578,903 100.0 

 


